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留学生・奨学生地域交流集会を開催！ 
 

日本学生支援機構（ＪＡＳＳＯ）の奨学金受給者を主とする日本人学生と外国人留学生

との交流の場としての「留学生・奨学生地域交流集会」を日本学生支援機構と共催で、今

年も全国６箇所で開催しました。 

 

６箇所の会場に１７５名の留学生と１９９名の日本人学生合わせて３７４名が参集、グ

ループに分かれてのディスカッションや互いの文化の紹介などで交流を深めました。 
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北海道・東北地区
日　程； 8/15（土）～8/17（月）
会　場； 秋田県立保呂羽山少年自然の家
参加者； 学生62名(留学生26＋日本人学生36) スタッフ11名 計73名

関東地区
日　程； 8/15（土）～8/17（月）
会　場； 国立赤城青少年交流の家
参加者； 学生88名(留学生42＋日本人学生46) スタッフ27名　計115名

東海・北信越地区
日　程； 8/29（土）～8/31（月）
会　場； 愛知県美浜少年自然の家
参加者； 学生42名(留学生16＋日本人学生26) スタッフ15名 計57名

近畿地区
日　程； 8/14（金）～8/16（日）
会　場； 国立淡路青少年交流の家
参加者； 学生84名(留学生42＋日本人学生42) スタッフ22名　計106名

中国・四国地区
日　程； 8/14（金）～8/16（日）
会　場； 岡山県青少年教育センター閑谷学校
参加者； 学生47名(留学生23＋日本人学生24) スタッフ10名 計57名

九州地区
日　程； 8/29（土）～8/31（月）
会　場； 国立阿蘇青少年交流の家
参加者； 学生51名(留学生26＋日本人学生25) スタッフ12名　計63名
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 このページと次のページにわたり、地域交流集会参加者の感想文とスナップ写真をピックアップ

してご紹介します。ただし紙面の都合上、一部編集（短縮）させていただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

夢は医学の架け橋になること 
   Ｍさん（北海道・東北地区参加。留学生） 
 
 この交流集会で３日間日ごろの雑事は流れる

ほど日本の若い大学生や留学生といろいろ交流

して、交流会の素晴らしいプログラムに参加さ

せていただき、マナーやお互いの関心等素敵な

人間性から学び始め、スタッフの平和・平等の

ために努力する国際的奉仕精神を自ら体験させ

ていただき、私のとっても楽しい３日間でした。 
 交流会の事前の準備の中で豚肉を食べること

ができない私たちのためにハラル鶏肉を用意し

ていただいたことはスタッフの皆様が国際思

想、国際親善や交流の重要性を十分理解されて

いる表れと、感激や感謝の気持ちでいっぱいで

す。 
 分科会ではいろいろ違う文化の話を聞かせて

いただき、勉強になりました。またグループ討

論では国境なき世界のイメージの元、１０人が

それぞれの夢を持ち合って話し合いました。私

の夢は世界の無医村地域を巡回し貧しい人の健

康を守るドクタートレインを走らせる事です。

努力して夢実現のため、日々進んでいきたいと

思います。 
 私は日本の文化がとても好きです。これから

日本で学んだ知識と文化を生かして、日本で培

った論理と技術そして愛を武器に凱旋します。

夢は母国の医療水準の向上と日本との文化交

流、医学の交流の架け橋になることです。 

閑谷学校で過ごした三日間 
 Ｔさん（中国・四国地区参加。日本人学生） 
 
 今回、私は地域交流集会には初めての参加

でした。楽しみであったのと同時に、一人参

加だったこともあり不安でもありました。む

しろ不安の方が大きかったのかもしれませ

ん。しかし、閑谷学校に着いてみると、すぐ

にみんなと打ち解けられ、不安はどこかに消

えていました。 
 私は三日間で、できるだけ多くの人となか

よくなりたい、多くの新しい発見をしたいと

いう目標をもっていました。三日間を終え

て、その目標は達成されたように思います。

たくさんの人とそれぞれの国の言語や遊び、

習慣などを教えあったり、みんなで協力して

何かを行ったりと、本当に内容の濃い楽しい

三日間になりました。 
 この集会に一人で参加したことが、私にと

っては、とても良い結果をもたらしてくれた

ように思います。誰も知っている人がいない

中に一人で飛び込むのは勇気がいりました

が、今回で自信をつけることができました。 
 普通に生活をしていたら出会うことので

きなかった訳語住人の仲間と出会えて本当

に幸せです。仲間たちやスタッフ、閑谷学校

の職員の方々に出会えたことに感謝し、今回

学んだことをこれからの生活に活かしてい

きたいと思います。 

浜辺でのひととき（近畿地区） 声をそろえて歌おう（東海・北信越地区） 



- 3 - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
育英友の会会員証（うら） 

本当に充実した三日間 
   Ｃさん（関東地区参加。留学生） 
 
 本当に充実した３日間を過ごせましたの

で、書いたらきりがないくらいたくさんの思い

出ができました。交流集会は「笑顔はみんなを

幸せにする」ことが実感できた三日間です。班

対抗リレーで優勝した時、自炊カレーを食べた

時、キャンドルファイアに感動した時、普段は

なかなか気づかなく、みんなの心から楽しんで

いる笑顔です。いつでも、集会の写真を見たら

みんな最高の笑顔を見えます。 
とても濃い３日間、年代や専門が違うのに、

知らない人と話をするといろいろ新しい発見が

ありました。「出会い」は、人間にとって一番す

ばらしいことの深さを痛感しました。私は、一

生付き合える仲間の中で、お互いを理解し、尊

重し、「皆んなの中の自分、自分の中の皆んな」

を強く肝に銘じて生きたいです。 

所感 
    九州地区実行委員長 門野 秀一 
 
 参加者数 学生５１名（留学生２６名、日

本人学生２５名）及び開催委員１０名、来賓

２名により、予定どおりの日程で開催、無事

終了した。当日は天候に恵まれ、親睦会や野

外活動等期間中の企画行事も全て計画どお

りに遂行できた。 
 主要行事の分科会別討論会に於いては、

「未来へのメッセージ～歩み続ける自分へ」

をテーマに活発な議論を展開した。また期間

中は「書き損じはがき募金運動」への参加を

呼びかけ、社会貢献活動への興味関心の醸成

に役立てた。 
 交流集会期間中、参加者全員が大きな事

故、怪我なく過ごし、終了することが出来た。 
学生からは、とても有意義で楽しい時間であ

ったなど、概ね好評であった 

 右側の部分は、会員証の裏面

になります。次ページの会員証

（表面）に各自お名前をご記入

のうえ、切り取って保管してく

ださい。 

エジプトがイメージできるでしょうか 
（関東地区。各国文化交流の場にて） 

　この会員証は，2010年３月末まで有効です。

　ただし次年度会費の納入を継続される場合に限り，

この有効期限は次年度の会員証が発行されるまで

（新しい会員証がお手元に届くまで）となります。

育英友の会
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大 会 報 告 
２００９年５月２３日（土）～２４日（日）、日本学生支援機構市ヶ谷事務所において大会が開催されま

した 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

2008 年度活動報告 
１．総務関係 

(1) 大会・理事会の開催 
(2) 大会・理事会の議事要録を作成、送付 

２．事業関係 
(1) 留学生・奨学生交流集会を開催 
(2) 入学支度金融資について 

３．広報関係 
(1) 会報及び支部報の発行、送付 
(2) 育英友の会ホームページの管理 

４．財務関係 
・ 2008 年度決算報告 

2009 年度活動計画 
１．総務関係 

(1) 大会・理事会の開催について 
(2) 理事会のありかたの検討 

２．事業関係 
・ 留学生・奨学生地域交流集会の実施 

３．広報関係 
(1) 会報及び支部報の発行 
(2) ホームページの維持管理、更新 

４．財務関係 
・ 2009 年度予算案  

北海道支部 http://www.ikueitomonokai.jp/hokkaido/
東北支部 http://www.ikueitomonokai.jp/tohoku/
関東支部 http://www.ikueitomonokai.jp/kanto/
北信越支部 http://www.ikueitomonokai.jp/hokushinetsu/
東海支部 http://www.ikueitomonokai.jp/tokai/
近畿支部 http://www.ikueitomonokai.jp/kinki/
中国四国支部http://www.ikueitomonokai.jp/chushikoku/
九州支部 http://www.ikueitomonokai.jp/kyushu/
　　　
育英友の会ホームページ http://www.ikueitomonokai.jp

育英友の会各支部ホームページアドレス

会　員　証

氏　名

2009年度育英友の会会員であることを証明します。

育英友の会理事長　田村規千代

育英友の会印

※育英友の会印のないものは無効です

育英友の会会員証（おもて）

　左の四角く囲った部分が育英友
の会の会員証になります。

　会員各自で氏名をご記入のう
え、切り取って保管してくださ
い。

　有効期限等については、裏面に
記載されております。

友の会への問い合わせ
　育英友の会事務局には、常駐する関係者が
おりません。申し訳ございませんが、お問い
合わせなどは、下記あて先までメールでお願
いします。
　　　　refer-itomo@ikueitomonokai.jp

友の会あてメールへのお願い
　育英友の会あてに、日本学生支援機構の-奨学金につ
いての相談、問い合わせのメールをいただくことがあ
ります。

　申し訳ございませんが育英友の会は、日本学生支援
機構とは別の団体です。

　奨学金に関する問い合わせは日本学生支援機構の奨
学事業相談センター（0570-03-7240）へ直接お問い合
わせください。
　育英友の会からの回答は御容赦願います。


